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広場にあつまれ、
はいぱちり！

　子育てサロンでは、託児ボランティアの
方々の協力で子育てサロン「すくすく」を
開設しています。お母さん方のリフレッ
シュの場、親同士の交流・仲間づくりを通
じて子育てを楽しむ場として活動し、好評
を得ています。いつでも、だれでも参加で
きますので気軽に参加してみませんか。 

（花泉支部）

－ 子育てサロンすくすく －

[2006年6月30日発行]
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役  
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名  

簿

◎
理
事
15
名　

監
事
３
名

一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
長

　
　

茂　

庭　

忠　

仁

平
成
十
八
年
度 

一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会

事  

業  

計  

画

　

１
．
新
社
協
の
発
足

　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
、
一
関
市
、

花
泉
町
、
大
東
町
、
千
厩
町
、
東
山
町
、

室
根
村
及
び
川
崎
村
の
１
市
４
町
２
村

の
社
会
福
祉
協
議
会
が
合
併
し
、
新
し

い
「
一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
」
が
発

足
し
、
未
来
に
向
か
っ
て
夢
と
希
望
を

も
ち
な
が
ら
、
新
し
い
社
協
づ
く
り
の

初
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

２
．
基
本
理
念

新
社
協
の
基
本
理
念
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
を

　
『
支
え
あ
い　

幸
せ
感
じ
る　

地
域
の

暮
ら
し
』
と
定
め
、
生
活
に
役
立
つ
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
市
民
だ

れ
も
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
健
康
で

生
き
が
い
を
も
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
実
践
目

標
と
し
ま
す
。

　

⑴ 

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

⑵ 

地
域
住
民
の
連
帯
感
を
高
め
、
住

民
福
祉
活
動
の
推
進

　

⑶ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
と
、

継
続
的
活
動
の
推
進

　

３
．
基
本
方
針

　

平
成
十
八
年
度
の
合
併
初
年
度
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
の
歴
史
、
文
化
、

人
々
の
生
活
を
通
し
、
慣
れ
親
し
ん
で
き

た
社
協
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
団
体
と
協
力
し

あ
い
連
絡
協
調
に
努
め
、
社
協
環
境
を
保

持
し
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

基
本
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
使
命
と
役

割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

４
．
事
務
事
業
の
推
進

　

合
併
初
年
度
に
お
け
る
社
協
事
業
は
、

従
来
の
事
務
事
業
を
継
続
実
施
す
る
こ

と
を
基
本
に
、
執
行
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
ま
す
。

　

⑴ 

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
事
業
は
、

支
部
社
協
の
事
業
計
画
を
基
本
と

し
て
す
す
め
ま
す
。

　

⑵ 

事
務
事
業
の
一
元
化
が
図
ら
れ
る

よ
う
再
編
を
含
め
、
創
意
工
夫
の

協
議
を
重
ね
ま
す
。

　

⑶ 
地
域
事
情
に
よ
る
事
務
事
業
は
、

継
続
し
な
が
ら
も
一
元
化
等
の
調

整
に
努
め
ま
す
。

　

⑷ 

新
社
協
を
機
に
、社
協
事
業
の
見
直

し
を
含
め
合
併
に
よ
る
効
果
的
な

事
業
展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
す
す

め
ま
す
。

　

５
．
執
行
体
制

⑴ 

旧
社
協
は「
支
部
」（
支
部
社
協
）と
し
、

従
来
の
区
域
を
所
管
し
ま
す
。

⑵  

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
住
民
組
織
に
よ

る
地
域
福
祉
の
推
進
団
体
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
支
部
社
協
に
運
営
委
員
会
を

設
置
し
、
地
域
住
民
の
意
向
、
社
協
事

業
の
運
営
等
に
つ
い
て
の
協
議
機
関

と
し
ま
す
。

⑶ 

支
部
社
協
運
営
委
員
会
は
、
委
員
10
名

以
内
と
し
、
支
部
長
が
主
宰
し
ま
す
。

七
社
協
の
合
併
を
迎
え
て

　

本
年
四
月
一
日
を
期
し
、
七
市
町
村
社
協
が

合
併
し
、
新
し
い
一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

し
て
業
務
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

合
併
い
た
し
ま
し
た
一
関
、
花
泉
、
大
東
、

千
厩
、
東
山
、
室
根
、
川
崎
の
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
こ
れ
ま
で
半
世
紀
に
わ
た
り
地
域
の
皆

さ
ま
に
支
え
ら
れ
、地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
、

そ
の
地
域
に
即
し
た
福
祉
事
業
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。

　

新
社
協
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
継
承
し
て
き
た
社

協
環
境
を
変
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
支
部
体
制

を
図
り
、
い
ま
ま
で
と
同
様
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
を
維
持
し
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
は
、
地
域
福
祉
の

向
上
を
図
る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、

生
活
に
役
立
つ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地

域
の
人
々
が
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
せ
る
幸
せ
を
実

感
で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
み
ん
な

の
暮
ら
し
が
充
実
し
、
快
適
な
生
活
を
送
れ
る

福
祉
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
合
併
の
一
体

感
を
醸
成
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
社
協
に
対
す
る
ご
意
向
を
真
摯
に

う
け
と
め
、
福
祉
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、こ
れ
ま
で
同
様
、ご
支
援
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
一
関
市
社
協
の
役
員
と
し
て
理
事
15

名
監
事
３
名
・
評
議
員
35
名
の
方
々
が
、

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
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◎
評
議
員
（
定
数
35
名
）

支部名 一関 ７名 花泉 ５名 大東 ５名 千厩 ５名 東山 ４名 室根 ４名 川崎 ５名

自 治 会 小島　文男 小山　賢和 畠山　英一

区　　長

千葉　弘記 奥山喜美雄 菊池　貞夫 阿部　昭吾 伊藤　文雄 畠山　義男 葛西　信一
佐々木　亨 高木　武志 小野　輝彦 千葉　清夫
小野寺　仁
佐藤　武雄

民生委員 岩見　壽雄 菅原　親志 加藤　和子 館澤五十七 小野寺　榮 小山　較輔 松野　　弘
福祉施設 安東　光昭 金野　　透
福祉団体 鈴木　仁一 菅原　　力 小山　英樹 宍戸　　正 千葉　常有 西城　直彦 三浦千代子

ボランティア団体 佐々木裕子 増沢　　純 齋藤　一公

平成18年度 一関市社会福祉協議会一般会計資金収支予算
収入の部 （単位：千円）

項　　目 金　　額 説　　　　　明
社 協 会 費 33,845 一般会費、賛助会費
寄 附 金 13,560 福祉事業推進寄附金
一 関 市 補 助 金 111,492 事業費補助、福祉センター管理費補助、福祉センター建設借入元金償還補助等
岩 手 県 補 助 金 516 福祉センター建設借入金利息償還補助
岩 手 県 社 協 補 助 金 431 ボランティア協力校補助、ワークキャンプ実践事業補助等
一 関 市 受 託 金 101,743 敬老会開催費、デイサービス事業費、入浴サービス事業費、移送サービス事業費等
岩 手 県 社 協 受 託 金 12,577 福祉人材バンク事業費、地域福祉権利擁護事業費等
団 体 事 務 受 託 金 2,300 シルバー人材センター事務受託等
利 用 料 等 事 業 収 入 14,047 食事サービス利用料、デイサービス利用料、福祉センター使用料等
貸 付 金 償 還 金 6,050 たすけあい金庫償還金等
共 同 募 金 配 分 金 36,834 一般募金配分金、歳末たすけあい配分金
介 護 保 険 収 入 371,395 介護保険報酬、居宅介護支援報酬、利用者負担金等
支 援 費 利 用 料 1,857 障害福祉サービス利用料、利用者負担金
雑 収 入 1,070 公衆電話使用料、コピー料金、自動販売機手数料等
受 取 利 息 65 預金利子
経 理 区 分 間 繰 入 金 74,697 経理区分間繰入金収入
積 立 金 取 崩 収 入 18,000 介護保険積立金取崩収入
退 職 共 済 返 還 金 85,251 全国社協退職共済退会返還金
繰 越 金 147,318 前年度繰越金

計 1,033,048

支出の部
項　　目 金　　額 説　　　　　明

人 件 費 565,786 役員報酬、職員給与諸手当（154名分）、退職手当共済掛金等
事 務 費 54,045 会議費用弁償、光熱水費、燃料費、通信費、消耗品費等
事 業 費 209,427 介護保険事業費、敬老会開催経費、地区福祉活動推進協助成等
借 入 金 償 還 金 10,485 福祉センター建設借入元利償還金
経 理 区 分 間 繰 出 金 74,697 経理区分間繰出金支出
固 定 資 産 取 得 費 29,225 デイサービスセンター建設費、自動車購入費、備品購入費等
預 金 積 立 金 2,312 介護保険積立預金、福祉基金積立預金
退 職 積 立 金 6,023 岩手県社協共済掛金
予 備 費 81,048 法人運営経理区分、居宅介護等経理区分、通所介護経理区分等

計 1,033,048
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284

284

456

343

343

　　４

342

456

③

川崎支部

花泉支部

千厩支部

東山支部

大東支部⑫

⑮

⑯

⑥④
⑬⑦

⑨

⑧

②

⑩

⑪

⑭

室根支部一関IC

①

一
関
市
、花
泉
町
、大
東
町
、千
厩
町
、東
山
町
、室
根
村
、川
崎
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
合
併
に
よ
り

平
成
18
年
４
月
１
日

  
新
一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
発
足

新
一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
発
足

る  地域をみんなでつくろう
大東町渋民字大洞地55-8
大東保健センター
TEL 71-1177
FAX 71-1181

❸大東支部
大東町鳥海字細田34-1
TEL 74-3300
FAX 74-3299

11デイサービスセンター興田

東山町長坂字西本町139-1
東山保健センター
TEL 47-3238
FAX 47-3236

10デイサービスセンター東山

大東町大原字川内5-2
TEL 72-2336
FAX 72-3296

12デイサービスセンター大東

室根町折壁字八幡沖116
室根保健センター
TEL 64-3983
FAX 64-3984

❻室根支部

千厩町千厩字町72-1
TEL 51-3188
FAX 51-3188

14ボランティ庵

千厩町千厩字町浦97-1
千厩農村勤労福祉センター
TEL 53-2885
FAX 53-2881

❹千厩支部

千厩町千厩字摩王10-2
TEL 51-3161
FAX 51-3162

13ワークプラザ千厩

川崎町薄衣字諏訪前137
農村環境改善センター
TEL 43-4323
FAX 43-4323

❼川崎支部
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342

457

一関市社会福祉協議会

支えあい  幸せ感じ社会福祉法人社会福祉法人
一関市社会福祉協議会一関市社会福祉協議会
組織・事務局機構組織・事務局機構

東山町長坂字西本町139-1
東山保健センター
TEL 47-3238
FAX 47-3236

❺東山支部
一関市城内1-36
一関市総合福祉センター
TEL 23-6020　FAX 23-6024

❶一関市社会福祉協議会

花泉町涌津字一ノ町76
ソエル花泉内
TEL 36-1226
FAX 36-1229

❾ヘルパーセンター花泉

花泉町老松字水沢193
花泉総合福祉センター
TEL 82-4002
FAX 82-4001

❷花泉支部

一関市滝沢字寺田下52
TEL 21-2161

❽真滝児童館

支
部
運
営
委
員
会

○
○
○
○
協
議
会

○
○
○
○
委
員
会

会員（世帯・法人・団体・事務所等）

評議員
35 名

理事
15 名

監事
３名

福祉委員
（行政区長・民生委員等）

総　

務　

課

在
宅
福
祉
課

一
関
支
部

花
泉
支
部

大
東
支
部

千
厩
支
部

東
山
支
部

室
根
支
部

川
崎
支
部

一
関
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

一
関
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

一
関
千
厩
地
域
福
祉
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

一
関
障
害
者
生
活
支
援
プ
ラ
ザ

一
関
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

花
泉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
花
泉

ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
花
泉

介
護
支
援
事
業
所
花
泉

大
東
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
大
東

ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
大
東

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
東

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
興
田

訪
問
入
浴
セ
ン
タ
ー
大
東

興
田
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
支
援
事
業
所
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花泉町老松字藤田274-2
TEL 82-5559

15老松介護予防センター

花泉町永井字薬師沢99
TEL 84-2544

16高倉介護予防センター
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平成18年度  一関市社会福祉  協議会の主な事業内容協議会の主な事業内容 （単位：千円）

在 宅 福 祉 事 業

ヘルパーセンター 花泉・大東
東山・室根支部 13,470

訪問介護員（ホームヘルパー）が家庭を訪問して、日常生活の家事援助や身体介護を行う。

精神障害者居宅訪問介護を受託し、障害者の生活自立支援に基づいた家事援助・身体介護を行う。

介護支援事業所 花泉・大東
東山・室根支部 511 ホームヘルパーを家庭に派遣し、利用者の能力に応じて身体介護、家事援助等を組み合わせ、

総合的な在宅サービスを提供する。

訪問入浴センター 大東・東山
室根支部 5,911

家庭で入浴することが困難な高齢者や障害者のために、移動入浴車で各家庭を訪問し入浴サービスを行う。

障害者居宅訪問入浴を受託し、障害者の生活自立支援に基づいた訪問入浴サービスを行う。

デイサービスセンター 大東・東山
室根　支部 73,833

高齢者がデイサービスセンターに通って食事や入浴などの介護サービスが受けられ、高齢者
同士の交流も楽しめるサービスを行う。
生きがいデイサービス事業（市受託事業）　ふれあい交流を目的にデイサービスセンター等
を活用して、入浴・昼食・生活指導を行う。

ケアプランセンター 花泉・大東
東山・室根支部 8,740 介護が必要となった高齢者の希望や身体及び心の状態に合わせた、介護サービスの利用計画

（ケアプラン）を作成し、確実に実行できるように関係機関との連絡、調整を積極的に行う。

ふれあい入浴サービス事業 大東支部 2,030 各地区老人クラブ単位に、入浴サービスや健康チェック、余暇活動を提供し、健康の維持増進を図る。

お元気会（機能訓練事業） 大東支部 1,470 疾病、負傷等により心身の機能が低下している方に対しその維持回復を図り、日常生活の自
立援助と生きがいづくりを行う。

在宅介護支援センター 大東・東山
室根支部 4,116

介護予防・生活支援などの総合相談、高齢者の実態把握、介護保険対象外の高齢者等に対す
る支援を行う。また、地域の自治会等組織の希望に合わせた在宅福祉サービスに関わる講師
を派遣し、実践で役立つ教室を開催する。（地域型支援センター）

生活支援福祉サービス事業 花泉・大東
東山・室根支部 7,542 65 歳以上のひとり暮らし高齢者や介護認定非該当者等を対象に生きがい支援として生活支

援型訪問介護事業　家庭を訪問し家事援助を行う。

食事サービス 各支部 7,061
概ね 65歳以上のひとり暮らし、高齢夫婦、障害者等を対象に、食事を自宅に届ける。配達
はボランティア等の協力を得て、利用者の安否確認や健康状態等の確認を行っている。調理
は民間会社に委託する。

移送サービス事業（外出支援） 各支部 11,878 寝たきり高齢者等を対象に福祉施設や医療機関への送迎を行い、対象者の通所や通院の支援を行う。

生きがい活動支援通所事業 東山支部 351 デイサービスセンター東山において、障害者の生きがい通所事業を実施する。

さわやかディサービス事業 花泉支部 2,367 概ね 60歳以上で１人暮らし又は虚弱で家に閉じこもりがちな人を対象に、通所により入浴、
趣味活動等の提供をし、生き甲斐を高める。

理髪サービス 一関支部 1,050 理容組合の協力を得て、寝たきりや障害で理髪店に行けない者に理容師が家庭を訪問し理髪を行
ない、本人の心身を爽快にすると共に家庭介護の軽減を図るため実施する。

はり・きゅう・あん摩等施術助成事業 一関・花泉支部 564 70歳以上を対象に介護保険認定者及び慢性疾患等で施術を必要な者に助成。

見 守 り 福 祉 事 業
ひとり暮らし老人のつどい 各支部 962 ひとり暮らし高齢者を対象に、互いの健康と長寿を保持するため社会参加の場として交流会を開催する。

ふれあい・いきいきサロン開設支援 各支部 5,825
小地域を単位として、高齢者等の生きがいづくりや寝たきり・閉じこもり予防活動を行う。
｛ミニサロン｝概ね 65歳以上を対象に小地域を単位として、ひとり暮らし、日中ひとり、高齢夫
婦などの閉じこもりを防ぎ、生きがいがもてるよう談話、会食、交流などを行い、５人以上で定
期的に集まることを目的にしている。（一関支部）

緊急通報体制整備事業 各支部 474 75 歳以上の、ひとり暮らし高齢者を対象に急病や災害時に迅速に対応するため、「安心ケー
ス」（大東・川崎支部）と「緊急連絡カード」を配付し台帳を整備する。

寝 た き り 老 人 福 祉 事 業
介護者リフレッシュ事業 各支部 1,532 在宅で寝たきり高齢者等を介護している者を対象に交流会を開催し、在宅介護の情報交換や

レクリエーションを行い、心身のリフレッシュを図る。

車いす貸出しサービス 各支部 50 高齢者や障害者の生活を援助するため、車いすを３か月を限度に貸出し、３か月以上の必要
者には更新により貸出す。貸出料は無料。

介護用品支給事業 川崎支部 885 60歳以上の在宅ねたきりと在宅重度障害の高齢者の方に支給する。（紙おむつ等）

尿とりパット支給 室根支部 340 在宅介護者の労力軽減ををはかりるため、介護用品として支給する。

友愛訪問 室根・大東
東山・川崎支部 290 在宅の寝たきり老人を対象に訪問激励しながら、友愛活動をすすめる。

障 害 者 福 祉 事 業

障害者生活支援事業 一関支部 2,184
（障害者生活支援プラザ）　障害者に対し福祉サービスの利用援助、社会資源の活用、生活力
を高める支援、ピアカウンセリング、介護相談、情報提供等を行ない、障害者本人や家族へ
の支援を図り、自立と社会参加の促進に努める。

手話奉仕員の派遣 一関支部 283 聴覚障害者が意思疎通に支障があるとき、手話奉仕員を派遣し、社会参加の促進及び交流活
動等の充実を図るため実施する。

障害者やまびこ教室 川崎支部 70 ３障害者を対象に会食と懇談、レクリェーション、ニュースポーツを行い、親睦を図り、生
活意欲の向上と、福祉の増進に努める。

福祉作業所運営事業 千厩支部 1,546 「ワークプラザ千厩」在宅の心身障害者が通所し、自立と就労支援をすすめ、利用者の交流
親睦をはかりながら生活支援活動を行う。

障害児ふれあい教室 千厩支部 79 障害児を養育している子供・保護者の交流活動を支援する。

声の広報 一関・千厩・室根支部 60 視覚障害者に広報等の朗読テープを作成するボランティア活動。

児 童 福 祉 事 業
真滝児童館運営 一関支部 691 児童厚生施設として、児童に健全な遊びを与え、児童の健康を増進し、情操を豊かにするよ

う児童の健全育成に努める。

ファミリーサポートセンター事業 一関支部 432 子育て支援事業として、ファミリーサポートセンターを設置し、保護者の仕事と育児を両立
できる環境を整備し、児童の福祉の増進を資することを目的としている。
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平成18年度  一関市社会福祉  協議会の主な事業内容平成18年度  一関市社会福祉  
地 域 福 祉 事 業

支部社協運営委員会の設置 各支部 700 ⑴支部運営委員会（各支部 10 人）
⑵住民の福祉に対するニーズを把握し、地域福祉活動の推進等について協議する。

一関市社会福祉大会の開催 本部 1,086
社会福祉関係者 400人が一堂に集い、社会福祉の理念のもとに、福祉のまちづくりを目指し、
福祉意識の高揚を図り、さらなる努力を誓いあう大会とする。
内容は、①社会福祉事業功労者等の個人団体の分野別表彰②講演③大会宣言等を行う。
会場は、一関文化センター中ホールで開催する。

ホームページの開設 本部 100 社協事業や福祉に関する最新の情報を容易に入手できるようホームページを活用し地域に開
かれた社協づくりに努める。

社協だよりの発行 本部 2,415 一関市社会福祉協議会の事業内容の紹介、活動や地域情報を掲載した「社協だより」を年４
回発行、全戸に配付する。

地域福祉ネットワークづくりの推進 各支部 8,822
地域住民が安心して暮らすことができるような地域福祉を期するため、関係福祉活動推進協
議会：自治会と連携し、地域の情報交換をしながら地域福祉事業の円滑な推進に努める。
また、地区推進協の自主的な福祉活動を支援するため、活動助成金を交付する。
実践集落を指定し福祉活動の助長・支援（花泉支部）

福祉まつりの開催 大東支部 1,696 地域住民と各種福祉団体とのふれあいの場を設け互いに理解を深め、誰もが安心に暮らせる
まちづくりの一助として福祉祭りを開催。広く参加を呼びかける。

福祉団体助成事業 各支部 3,163 福祉団体等を育成助長するため、活動費の助成を行う。

生活福祉資金貸付事業 各支部 1,313 低所得世帯、障害者世帯、高齢者世帯等を対象に、資金の貸付けと必要な援助を行ない、経済的
自立及び生活意欲の助長を図り、安定した生活を送れることを目的とした貸付制度である。

たすけあい金庫貸付事業 各支部 5,000 低所得世帯の緊急な出費に対応するため、50,000 円を限度に貸付け、生活を支援する貸付
である。

福祉人材バンク 一関支部 1,537 福祉施設等からの人材相談に応じ、求人、求職、職業紹介などを行う。

ホームヘルパー２級課程養成講座 一関支部 1,200 ホームヘルパー（訪問介護員）２級課程の養成講座を実施し、介護に関する基礎的な知識と
必要な技術について研修し、福祉人材の育成に努める。

地域福祉権利擁護事業 各支部 2,428 福祉サービスの利用や金銭管理について自己管理が困難になった高齢者や障害者等に対し、安
心して生活できるよう専門員と生活支援員が個々の状態に合わせた福祉サービスを行う。

心配ごと相談事業 一関・花泉
川崎支部 883 心配ごと、悩みごとをもつ人なら誰でも、どんな問題でも気軽に相談をもちこめる窓口とし

て相続業務を行う。

水難物故者追悼法要及び流燈会 一関支部 476 昭和 22年のカスリン台風、23年のアイオン台風での犠牲者を偲び追悼法要及び流燈会を実
施し、後世に伝えるものである。

シルバー人材センター事業 大東・千厩支部 120 シルバー人材センターの事務を受託し、人材センターの業務を行う。

一関市総合福祉センター管理 一関支部 14,020 一関市総合福祉センターの維持管理を行う。

千厩農村勤労福祉センター管理 千厩支部 3,000 千厩農村勤労福祉センターの運営を受託し、管理業務を行う。

ボランティアセンター事業

ボランティア養成講座 一関・大東支部 100
地域で活用できるボランティア活動や介助方法等、各種研修会を開催し、福祉に関する住民
の意識向上を図る。
《講座内容》キャップハンディ体験教室・在宅介護教室・　福祉教育体験塾等

ボランティアスクール等
　

各支部
　 60

夏休み等を利用し、中学生及び高校生を対象に様々なふれあい体験を通して、ボランティア
活動の理解とボランティア精神の醸成をねらいに実施する。
ぼらんてぃあ塾（一関支部）　
　 「ボランティアに興味があるが、何から始めたらよいかわからない」に応えるため、ボラ
ンティアへの参加活動のきっかけを得ることを目的に開催する。
親と子のボランティア教室
　 夏休みと春休みに小学生と保護者を対象に福祉施設での体験を通して、ボランティアへの
理解とボランティア精神の醸成を目的とする。

ボランティア活動相談 各支部 50 個人・団体・ＮＰＯ・企業・関係機関等からの相談に応じてボランティアの窓口として相談
に応じ、講師派遣、活動の調整などを行う。　

ボランティア活動拠点事業 千厩支部 1,000 「ボランティア庵」・空き店舗を活用し、福祉のまちづくりを念頭に、ボランティア団体や地
域住民活動の拠点として、ボランティア情報を発信しながら活動を支援する。

ボランティア講座等への講師派遣等 各支部 90
総合的な学習への対応やボランティア学習による学校からの講師派遣、行政が行なう研修等
への派遣などが年間を通じて依頼がある。これらに対応するため、各支部社協職員を講師と
して派遣する。

ボランティア協力校指定事業 各支部 2,713 地域と学校が連携を取りながらボランティア活動を育成するため、小・中・高等学校を指定。
ワークキャンプ実践校もモデル指定する。

福祉教育の推進 全支部 323 総合的な学習の時間等における、福祉教育の推進に関わる福祉活動を通して児童及び青少年
の健全育成を推進する。

福祉作文募集 花泉支部 123 福祉作文募集、文集の発行―体験を通じて感じたことを作文にする。小・中・高９校に依頼

ボランティア保険普及事業 各支部 － ボランティア活動を行うための、ボランティア保険の普及に努める。（保険料加入者負担）

ボランティア連絡協議会への活動支援 一関・花泉・大東
千厩・東山支部 779 ボランティア団体の活動を助長するため連絡協議会の活動を支援する。

高 齢 者 福 祉 事 業
敬老会 各支部 31,432 多年にわたり社会に尽くしてきた高齢者を敬愛し、健康長寿を祝福するため、敬老の日を中

心に敬老会を開催する。当祝者は昭和２年 4月１日までの出生者。

高齢者スポーツ交流大会支援 各支部 77 高齢者の健康保持と生きがいを高めるため、高齢者スポーツ大会を開催し高齢者相互の親睦
を図るとともに、高齢者福祉の向上に資することを目的とする。

老人クラブゲートボール大会 東山支部 100 老人の健康保持を図ることを目的とし、老人クラブ連合会・町ゲートボール協会の協力によ
り老人クラブ対抗ゲートボール大会を支援する。
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４月から５月までに、市民の皆様から
ご寄付がありました。

一関支部　　紫津喜の会
　　　　　　 代表 柏木　貞子様 100,000円  一関市
　　　　　　　　　菅原　睦子様   20,000円  関が丘
　　　　　　　　　松倉　　忠様     9,400円  三関字神田

花泉支部　　　　　木村　貞雄様 100,000円  花泉字東鹿野
　　　　　　　　　高橋　　進様 100,000円  千葉県
　　　　　　　　　岩渕　露子様 200,000円  涌津字中町

大東支部　　　　　菊池　憲一様   50,000円  渋民字大馬場
　　　　　　　　　小野寺英世様 100,000円  大原字萱
　　　　　　　　　佐藤　公一様   50,000円  大原字西山
　　　　　　　　　勝部　洋子様   30,000円  大原字岩脇
　　　　　　　　　菊池　幹雄様   50,000円  摺沢字金山沢
　　　　　　　　　佐々木裕二様   50,000円  大原字清水田

千厩支部　　琴城流大正琴東磐井支部
　　　　　　　　　　　　　　 　  30,000円  千厩町

東山支部　　　　　佐藤　孝幸様   50,000円  田河津字矢ノ森
　　　　　　　　　五安城明久様 100,000円  松川字三室平

室根支部　　　　　奥山　正二様   30,000円  折壁字若菜沢
　　　　　　　　　高橋　靖昌様   50,000円  折壁字八幡沖
　　　　　　　　　橋本さつ子様   30,000円  津谷川字竹野下
　　　　　　　　　佐藤　敏行様   50,000円  津谷川字本宿
　　　　　　　　　熊谷　道浩様   20,000円  折壁字新館前
　　　　　　　　　熊谷　悦男様   30,000円  折壁字隠谷
　　　　　　　　　上野　　務様   30,000円  折壁字上前木
　　　　　　　　　三浦　徳治様   30,000円  津谷川字上千代原
　　　　　　　　　小野寺義明様   30,000円  折壁字隠谷
　　　　　　　　　太田　庄一様   50,000円  折壁一丁目

川崎支部　　川崎芸術文化協会  　 30,422円  川崎町
　　　　　　　　　橋本　勝弥様 100,000円  薄衣字砂子田

介
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♥
［目　　的］　 ホームヘルパー（訪問介護員）２級課程は、要介護の高

齢者、障害者などへの介護に関する基礎的な知識と必要
な技術について研修し、ホームヘルパーとしての役割を
習得することを目的とする。

［対 象 者］　 一関市、平泉町、藤沢町の住民で、昭和 36 年４月２日以降に
出生し高等学校以上を卒業した者で、全日程に参加でき、講
座修了後福祉人材バンクへ登録意思のある者とする。

［定　　員］　 30 人（定員を超えた場合は、面接による選考とする。）
［申 込 み］　 所定の申込書に記入し、平成 18 年７月 31 日㈪までに、

一関市社会福祉協議会に提出すること。
［受 講 料］　 ４万円（テキスト代、諸費用を含む。受講料は返戻しない。）
［受講場所］　 一関市総合福祉センター及び福祉関係施設等。（施設等へ

の移動があるので、自動車・バイクでの移動が可能のこと）
［受講期間］　平成 18 年８月 22 日㈫～ 10 月 27 日㈮
　　　　　　履修 138 時間
［修了証書］　全日程を受講した者に交付する。
［問い合せ］　一関市社会福祉協議会
　　　　　　電話 23 － 6020（一関市城内１－ 36）
［主　　催］　一関市社会福祉協議会

平成18年度ホームヘルパー（訪問介護員）
２級課程養成講座受講要綱

月　　日 教　　科

１ ８月22日㈫ 開講式
ビデオ研修「在宅介護をはじめるために」

２ ８月24日㈭ 医学の基礎知識
高齢者・障害者（児）等の家族の理解

３ ８月25日㈮ サービス提供の基本視点
レクリェーション体験学習

４ ８月27日㈰
障害・疾病の理解（人体の解剖生理学的理解）
障害・疾病の理解
（視覚聴覚障害、内部障害、高血圧、糖尿病、特定疾患）

５ ８月28日㈪ 福祉理念とケアサービスの意義
障害・疾病の理解（老化、認知症、脳卒中後遺症）

６ ８月31日㈭
障害・疾病の理解
（精神障害、肢体不自由、知的障害、てんかん）
家事援助の方法

７ ９月１日㈮ 在宅看護の基礎知識
住宅・福祉用具に関する知識

８ ９月６日㈬ 介護概論
障害者（児）福祉の制度とサービス

９ ９月７日㈭～８日㈮ 基本介護技術：実習

10 ９月12日㈫～14日㈭ 基本介護技術：実習

11 ９月20日㈬～９月22日㈮のうち１日間 在宅サービス提供現場の見学

12 ９月26日㈫ 高齢者・障害者（児）の心理
共感的理解と基本的態度の形成

13 ９月27日㈬ 高齢者保健福祉の制度とサービス
相談援助とケア計画の方法

14 ９月29日㈮ リハビリテーション医療の基礎知識
介護事例検討

15 10月２日㈪～10月12日㈭のうち３日間 介護実習

16 10月13日㈮ ホームヘルパーの職業倫理
ホームヘルプサービス概論

17 10月16日㈪～10月26日㈭のうち８時間 ホームヘルプサービス同行訪問（４時間×２日）

18 10月27日㈮
ケア計画の作成・記録、報告の技術
ケア計画の作成・記録、報告の技術
閉講式

※日程は講師等の都合により変更する場合があります。

■講座日程表
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